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イ
ギ
リ
ス
の
人
体
組
織
法
と
刑
事
規
制

　
1
い
わ
ゆ
る
「
D
N
A
窃
盗
」
を
中
心
に
ー

甲

斐

克

吐目
ハ

イキリスの人体組織法と刑事規制

盗
」
罪
）
の
概
要

四
　
結
　
語

一
　
序

ニ
　
イ
キ
リ
ス
の
人
体
組
織
法
に
お
け
る
刑
事
規
制

三
　
「
D
N
A
窃
盗
」
の
罪
の
検
討

一
　
序

（
特
に
「
D
N
A
窃

　
1
　
人
体
を
構
成
す
る
身
体
各
部
位
（
人
体
構
成
体
）
お
よ
び
そ
れ
に
付
随
す
る
遺
伝
情
報
は
、
本
人
の
身
体
か
ら
切
り
離
さ
れ

た
後
、
あ
る
い
は
本
人
の
死
後
、
ど
の
よ
う
に
保
存
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
も
し
く
は
利
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、

そ
れ
ら
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
濫
用
・
悪
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
行
為
は
、
ど
の
よ
う
な
法
的
評
価
を
受
け
る
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
私
は
、
こ
こ
数
年
来
研
究
を
し
て
き
た
が
、
現
行
法
で
は
、
民
法
に
せ
よ
刑
法
に
せ
よ
、
あ
る
い
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は
死
体
解
剖
保
存
法
に
せ
よ
、
人
体
を
利
用
す
る
医
学
研
究
、
医
療
、
あ
る
い
は
ビ
ジ
ネ
ス
に
適
正
に
対
応
す
る
に
は
限
界
が
あ
り
、

お
そ
ら
く
新
た
に
立
法
化
す
る
ほ
か
な
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
、
ポ
ス
ト
ゲ
ノ
ム
社
会
を
迎
え
て
、
遺
伝
情
報
な
い
し
D
N
A
の

利
用
の
チ
ャ
ン
ス
が
拡
大
し
つ
つ
あ
る
今
日
、
そ
の
保
護
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
い
か
に
考
え
る
か
も
、
同
様
に
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

　
2
　
こ
の
よ
う
な
間
題
解
決
に
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
の
が
、
二
〇
〇
四
年
一
一
月
一
五
日
に
成
立
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
人
体
組
織

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

法
（
＝
⊆
ヨ
き
↓
一
の
ω
＝
①
＞
9
8
。
命
以
下
「
本
法
」
と
い
う
）
で
あ
る
。
本
法
は
、
宇
都
木
伸
教
授
が
い
ち
早
く
調
査
・
分
析
さ
れ
た

リ
バ
プ
ー
ル
小
児
病
院
で
の
死
亡
小
児
か
ら
の
無
断
の
臓
器
摘
出
・
保
存
・
利
用
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
（
二
〇
〇
〇
年
の
い
わ
ゆ
る
＞
匡
R

　
　
（
3
）

＝
2
事
件
）
を
契
機
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
「
死
体
お
よ
び
人
由
来
物
質
を
、
特
定
の
目
的
の
た
め
に
、
特
定
の
人
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

特
定
の
方
法
で
取
り
扱
う
こ
と
を
適
法
と
し
、
こ
れ
に
違
反
す
る
行
為
を
犯
罪
と
す
る
こ
と
を
定
め
た
法
律
で
あ
る
」
。
こ
の
立
法

に
よ
り
、
一
九
六
一
年
人
体
組
織
法
（
鵠
⊆
ヨ
窪
自
器
器
＞
。
二
8
一
）
、
一
九
八
四
年
解
剖
法
（
＞
轟
8
B
K
身
二
。
・
。
“
）
、
お
よ
び
一

九
八
九
年
人
体
臓
器
移
植
法
（
＝
仁
ヨ
窪
○
茜
き
早
讐
呂
一
睾
房
＞
。
二
。
Q
。
。
）
は
廃
止
さ
れ
、
本
法
に
置
き
換
え
ら
れ
る
こ
と
と
な

（
5
）

っ
た
。

　
本
法
は
、
全
六
一
か
条
お
よ
び
七
つ
の
細
則
か
ら
成
り
、
本
体
は
、
第
一
部
「
細
則
で
定
め
ら
れ
た
目
的
の
た
め
の
人
体
組
織
お

よ
び
そ
の
他
の
組
織
の
摘
出
、
貯
蔵
、
お
よ
び
利
用
」
（
一
～
二
案
）
、
第
二
部
「
人
体
組
織
を
伴
う
活
動
の
規
制
」
（
一
三
～
四
一

条
）
、
第
三
部
「
雑
則
お
よ
び
通
則
」
か
ら
成
る
。
本
法
は
、
生
殖
補
助
医
療
を
規
制
す
る
、
か
の
有
名
な
「
ヒ
ト
受
精
お
よ
び
胎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

生
学
法
（
＝
仁
ヨ
き
窄
三
房
畳
9
き
α
国
ヨ
耳
ぎ
一
〇
讐
＞
。
二
8
。
）
」
に
も
匹
敵
す
る
法
律
で
あ
り
、
し
か
も
、
基
本
的
性
格
は
行
政

（
刑
）
法
で
あ
り
、
刑
事
規
制
が
実
に
上
手
く
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
同
法
は
、
医
事
法
、
と
り
わ
け
医
事
刑
法
の

観
点
か
ら
も
実
に
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
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3
　
本
稿
が
、
捧
げ
ら
れ
る
加
藤
久
雄
教
授
は
、
臓
器
移
植
、
遺
伝
情
報
、
責
任
能
力
、
精
神
科
医
療
等
の
医
事
刑
法
の
諸
問
題

に
つ
い
て
、
特
に
ド
イ
ツ
法
を
中
心
に
イ
ギ
リ
ス
法
も
射
程
に
入
れ
た
実
態
調
査
に
基
づ
く
比
較
医
事
刑
法
と
い
う
手
法
で
長
年
研

　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

究
を
し
て
こ
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
は
、
ま
ず
、
上
記
の
イ
ギ
リ
ス
の
人
体
組
織
法
の
う
ち
、
い
か
な
る
内
容
が
刑
事
規
制
の
対

象
に
な
っ
て
い
る
か
を
概
観
し
、
つ
ぎ
に
、
そ
の
中
で
も
特
に
D
N
A
分
析
を
め
ぐ
る
刑
事
規
制
内
容
、
と
り
わ
け
い
わ
ゆ
る
「
D

N
A
窃
盗
」
の
罪
の
当
否
に
つ
い
て
日
本
の
状
況
も
考
慮
に
入
れ
て
考
察
し
、
加
藤
教
授
の
定
年
ご
退
職
の
祝
賀
と
し
た
い
。

イギリスの人体組織法と刑事規制

（
1
）
　
甲
斐
克
則
「
ヒ
ト
受
精
胚
・
E
S
細
胞
・
ヒ
ト
細
胞
の
取
扱
い
と
刑
法
i
生
命
倫
理
の
動
向
を
考
慮
し
つ
つ
ー
」
現
代
刑
事
法

　
四
巻
一
〇
号
（
二
〇
〇
二
）
六
〇
頁
以
下
、
同
「
刑
事
法
学
の
視
点
か
ら
i
人
体
・
ヒ
ト
組
織
・
ヒ
ト
由
来
物
質
の
利
用
と
刑
事
規
制

　
を
め
ぐ
る
序
論
的
考
察
」
「
人
倫
研
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
『
人
問
の
尊
厳
』
と
身
体
・
生
命
の
倫
理
的
法
的
位
置
づ
け
（
一
）
ー
先
端
医

療
技
術
の
提
起
す
る
諸
問
題
を
中
心
と
し
て
ー
」
北
大
法
学
論
集
五
四
巻
六
号
（
二
〇
〇
四
）
一
五
六
頁
以
下
、
同
「
人
体
の
利
用
と

刑
法
・
そ
の
l
l
身
体
、
身
体
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
『
身
体
の
一
部
』
お
よ
び
死
体
の
法
的
位
置
づ
け
ー
」
現
代
刑
事
法
六
巻
二
号

　
（
二
〇
〇
四
）
一
一
一
頁
以
下
、
同
「
人
体
お
よ
び
ヒ
ト
組
織
等
の
利
用
を
め
ぐ
る
生
命
倫
理
と
刑
事
規
制
」
湯
沢
雍
彦
u
宇
都
木
伸
編

　
『
唄
孝
］
先
生
賀
寿
祝
賀
論
集
・
人
の
法
と
医
の
倫
理
』
（
二
〇
〇
四
・
信
山
社
）
四
八
三
頁
以
下
、
同
「
人
体
・
ヒ
ト
組
織
・
ヒ
ト
由
来

　
物
質
の
利
用
を
め
ぐ
る
生
命
倫
理
と
刑
事
規
制
」
刑
法
雑
誌
四
四
巻
　
号
（
二
〇
〇
四
）
一
〇
　
頁
以
下
、
同
「
先
端
医
療
技
術
を
め
ぐ

　
る
生
命
倫
理
・
法
と
『
人
問
の
尊
厳
』
1
生
命
の
発
生
の
周
辺
を
中
心
と
し
て
ー
」
社
会
と
倫
理
一
七
号
（
二
〇
〇
四
・
南
山
大

　
学
）
一
頁
以
下
、
同
「
人
体
構
成
体
の
取
扱
い
と
『
人
間
の
尊
厳
』
」
法
の
理
論
二
六
（
二
〇
〇
七
・
成
文
堂
）
三
頁
以
下
。
ま
た
、
遺

　
伝
情
報
と
の
関
係
で
は
、
甲
斐
克
則
「
遺
伝
情
報
の
保
護
と
刑
法
ー
ゲ
ノ
ム
解
析
お
よ
び
遺
伝
子
検
査
を
中
心
と
し
た
序
論
的
考
察
1

ー
」
『
中
山
研
一
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
第
一
巻
』
（
一
九
九
七
・
成
文
堂
）
四
九
頁
以
下
、
同
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
遺
伝
情
報
の
法
的

　
保
護
1
『
連
邦
議
会
審
議
会
答
申
』
を
中
心
に
ー
」
甲
斐
克
則
編
『
遺
伝
情
報
と
法
政
策
』
（
二
〇
〇
七
・
成
文
堂
）
一
九
九
頁
以

　
下
。
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（
2
）
　
イ
ギ
リ
ス
の
人
体
組
織
法
の
紹
介
と
し
て
、
田
中
嘉
彦
「
英
国
－
二
〇
〇
四
年
人
体
組
織
法
i
人
体
組
織
・
解
剖
・
臓
器
移
植

　
関
係
法
の
再
編
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
八
七
号
（
二
〇
〇
五
）
；
二
頁
、
宇
都
木
伸
・
佐
藤
雄
一
郎
「
人
由
来
物
質
の
研
究
利
用
ー
イ

　
ギ
リ
ス
の
新
し
い
『
人
組
織
法
』
1
」
東
海
法
科
大
学
院
論
集
一
号
（
二
〇
〇
六
）
五
五
頁
以
下
、
佐
藤
雄
一
郎
「
↓
ぎ
　
＝
⊆
B
き

　
↓
一
ω
ω
諾
》
簿
8
2
」
年
報
医
事
法
学
二
一
（
二
〇
〇
六
）
二
〇
七
頁
以
下
が
あ
る
。
な
お
、
本
法
の
原
文
は
、
二
〇
〇
六
年
に
イ
ギ
リ

　
ス
に
調
査
に
行
か
れ
た
早
稲
田
大
学
社
会
科
学
総
合
学
術
院
の
横
野
恵
専
任
講
師
と
桃
山
学
院
大
学
法
学
部
の
永
水
裕
子
専
任
講
師
か
ら

　
「
お
土
産
」
と
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。
両
氏
に
謝
意
を
表
す
る
。
ま
た
、
二
〇
〇
六
年
一
月
一
〇
日
に
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

　
ア
・
ク
ィ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
工
科
大
学
の
デ
レ
ク
・
モ
ー
ガ
ン
（
U
巽
魯
家
○
鑛
窪
）
教
授
（
前
・
イ
ギ
リ
ス
・
カ
ー
デ
ィ
フ
大
学
ロ
ー
ス

　
ク
ー
ル
教
授
）
を
早
稲
田
大
学
に
お
招
き
し
て
（
本
来
の
招
聰
者
は
信
州
大
学
医
学
部
の
玉
井
真
理
子
助
教
授
（
現
・
准
教
授
）
）
、

　
「
↓
冨
＝
⊆
ヨ
弩
蒙
脇
ま
》
o
蕊
O
O
由
と
題
す
る
講
演
（
主
催
は
早
稲
田
大
学
比
較
法
研
究
所
、
通
訳
は
上
記
永
水
講
師
）
を
聞
き
、
さ

　
ら
に
二
〇
〇
六
年
二
月
一
八
－
一
九
日
に
東
京
の
晴
海
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た
宇
都
木
伸
教
授
主
催
の
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
で
英
国
医
師
会
医
療
倫
理
部
副
部
長
の
ヴ
ェ
ロ
ニ
カ
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
（
く
R
o
巳
8
国
轟
房
『
）
氏
の
本
法
に
関
す
る
講
演
「
人
体

組
織
の
取
扱
い
に
係
わ
る
法
と
倫
理
－
英
国
連
邦
に
お
け
る
人
体
組
織
関
連
法
の
整
備
な
ら
び
に
そ
の
施
行
は
何
を
も
た
ら
す
か
I

i
」
（
通
訳
な
し
）
を
聞
き
、
そ
れ
に
基
づ
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
討
論
に
参
加
し
た
こ
と
は
（
当
日
配
布
さ
れ
た
英
国
医
師
会
（
B
M

　
A
）
の
＝
ニ
ヨ
き
↓
一
ω
釜
①
［
農
邑
窪
δ
P
O
三
3
⇒
8
ヰ
○
ヨ
跨
①
ゆ
家
、
ω
寓
巴
8
巴
蝉
践
8
0
8
㊤
ほ
ヨ
①
葺
。
と
と
も
に
）
、
本
法
の
理

解
に
大
き
な
手
助
け
と
な
っ
た
。
上
記
関
係
者
の
方
々
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

（
3
）
　
宇
都
木
伸
「
死
体
検
査
の
際
に
採
取
さ
れ
た
ヒ
ト
由
来
物
質
　
　
イ
ギ
リ
ス
の
最
近
の
動
向
に
関
す
る
覚
え
書
き
」
東
海
法
学
二
七

号
（
二
〇
〇
二
）
一
頁
以
下
、
同
「
死
体
か
ら
の
臓
器
・
組
織
の
研
究
利
用
ー
イ
ギ
リ
ス
の
例
か
ら
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
ニ
一
四
七
号
（
二

　
〇
〇
三
）
六
二
頁
以
下
参
照
。

（
4
）
　
宇
都
木
・
佐
藤
・
前
出
注
（
2
）
七
九
頁
。
oo
①
①
巴
ω
o
国
図
℃
一
＞
Z
＞
日
○
勾
K
Z
O
↓
国
o
o
）
＝
⊆
ヨ
曽
目
器
羅
＞
9
8
0
倉
薯
」
幽

（
5
）
　
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
旧
法
下
で
の
臓
器
移
植
に
関
す
る
本
格
的
研
究
書
と
し
て
、
唄
孝
一
『
臓
器
移
植
と
脳
死
の
法
的
研
究
ー
イ

ギ
リ
ス
の
二
五
年
ー
』
（
一
九
八
八
・
岩
波
書
店
）
が
あ
る
。
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（
6
）
　
こ
の
法
律
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
甲
斐
克
則
「
生
殖
医
療
の
規
制
に
関
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
新
法
に
つ
い
て
ー
『
生
殖
医
療
と
刑
事

規
制
』
の
一
側
面
　
　
」
広
島
法
学
］
五
巻
三
号
（
一
九
九
二
）
二
二
一
頁
以
下
、
同
「
生
殖
医
療
技
術
の
（
刑
事
）
規
制
モ
デ
ル
に
つ

　
い
て
」
広
島
法
学
一
八
巻
二
号
（
一
九
九
四
）
六
五
頁
以
下
等
参
照
。

（
7
）
　
そ
の
成
果
と
し
て
、
加
藤
久
雄
『
ポ
ス
ト
ゲ
ノ
ム
社
会
に
お
け
る
医
事
刑
法
入
門
〔
新
訂
（
補
正
）
版
〕
』
（
二
〇
〇
五
・
東
京
法

令
）
が
あ
る
。
同
書
第
七
章
で
は
、
本
稿
と
関
わ
り
が
あ
る
「
『
遺
伝
』
情
報
と
刑
事
司
法
」
と
い
う
題
目
が
付
さ
れ
て
い
る
点
に
注
目

　
す
る
必
要
が
あ
る
。
私
は
、
か
つ
て
同
書
の
初
版
（
一
九
九
六
）
の
書
評
を
し
た
こ
と
が
あ
る
（
甲
斐
克
則
『
加
藤
久
雄
著
・
医
事
刑
法

　
入
門
』
年
報
医
事
法
学
一
二
（
一
九
九
七
）
二
二
五
頁
以
下
）
。
そ
こ
で
は
、
次
の
よ
う
な
一
文
を
認
め
た
。
す
な
わ
ち
、
「
著
者
が
医
事

　
刑
法
に
こ
だ
わ
る
根
底
に
は
、
刑
事
法
、
と
り
わ
け
刑
事
政
策
の
研
究
者
と
し
て
の
問
題
意
識
と
の
連
動
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例

　
え
ば
、
『
私
の
『
医
事
刑
法
』
で
は
、
医
事
紛
争
や
医
療
を
め
ぐ
る
法
律
問
題
に
関
す
る
原
因
・
対
策
を
考
え
る
と
と
も
に
医
療
従
事
者

　
の
非
行
や
犯
罪
の
問
題
、
更
に
は
、
医
療
に
お
け
る
患
者
と
医
師
の
関
係
を
人
道
主
義
的
な
立
場
か
ら
行
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
そ
の
被

　
害
者
（
患
者
や
被
験
者
な
ど
）
の
人
権
や
法
的
地
位
の
確
保
を
目
ざ
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
』
と
い
う
一
文
に
、
そ
れ
が
端
的

　
に
表
れ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
、
『
人
間
を
正
し
く
理
解
す
る
能
力
』
を
養
う
た
め
に
、
法
学
部
・
医
学
部
に
お
け
る
『
医
事
法
』
教
育
と

　
『
生
命
倫
理
』
教
育
の
必
要
性
が
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
意
識
は
、
同
じ
く
刑
事
法
の
研
究
・
教
育
に
携
わ
る
私
自
身
に

　
も
共
通
の
も
の
が
あ
る
し
、
著
者
と
同
様
、
法
学
部
や
医
学
部
等
で
医
事
刑
法
な
い
し
医
事
法
を
講
義
し
て
い
る
経
験
か
ら
し
て
も
、
著

　
者
と
と
も
に
そ
の
重
要
性
を
訴
え
て
お
き
た
い
」
、
と
（
＝
二
五
－
一
三
六
頁
）
。
こ
の
こ
と
は
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
時
代
に
入
っ
た
今
日
で

　
も
、
同
様
と
思
わ
れ
る
。

1

ニ
　
イ
ギ
リ
ス
の
人
体
組
織
法
に
お
け
る
刑
事
規
制
（
特
に
「
D
N
A
窃
盗
」
罪
）
の
概
要

ま
ず
、
イ
ギ
リ
ス
の
本
法
（
人
体
組
織
法
）
に
お
け
る
刑
事
規
制
の
概
要
を
抽
出
し
て
お
こ
う
。
そ
の
前
に
確
認
し
て
お
く

【
イ
【
♂
ワ
】
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べ
き
こ
と
は
、
全
体
と
し
て
本
法
は
、
同
意
原
則
を
前
面
に
打
ち
出
し
た
内
容
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
従
来
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
、

医
療
・
医
学
界
に
対
す
る
信
頼
が
厚
い
国
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
あ
ま
り
患
者
側
の
同
意
だ
と
か
自
己
決
定
を
重
視
せ
ず
、
医
療
者
側

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

の
裁
量
を
広
く
認
め
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
本
法
に
よ
り
、
同
意
原
則
尊
重
を
強
調
す
る
方
向
へ
と
転
換
し
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
ま
た
、
全
体
と
し
て
、
本
法
で
規
定
さ
れ
て
い
る
事
項
を
管
理
す
る
機
関
で
あ
る
人
体
組
織
管
理
庁
（
＝
q
ヨ
き
自
霧
器

＞
⊆
9
0
葺
『
N
＝
↓
＞
）
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
ま
さ
に
イ
ギ
リ
ス
ら
し
い
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　
さ
て
、
本
法
の
目
的
は
、
細
則
一
に
よ
れ
ば
、
一
般
的
な
も
の
と
し
て
、
①
解
剖
学
的
検
査
、
②
死
因
の
確
定
、
③
死
後
に
薬
効

や
そ
の
他
彼
に
施
さ
れ
る
治
療
の
効
果
を
確
立
す
る
こ
と
、
④
あ
ら
ゆ
る
他
者
（
未
来
の
人
を
含
む
）
に
と
っ
て
重
要
と
な
る
か
も

し
れ
な
い
生
者
も
し
く
は
死
者
に
関
す
る
科
学
的
も
し
く
は
医
学
的
情
報
を
獲
得
す
る
こ
と
、
⑤
公
衆
へ
の
展
示
、
⑥
人
体
の
障
害

も
し
く
は
機
能
に
関
す
る
研
究
、
⑦
移
植
、
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
死
者
に
関
す
る
も
の
と
し
て
、
⑧
臨
床
オ
ー
デ
ィ
ッ
ト
、
⑨
人

の
健
康
に
関
す
る
教
育
も
し
く
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
⑩
性
能
評
価
、
⑪
公
衆
衛
生
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
⑫
質
の
確
保
、
が
挙
げ
ら
れ

　
（
9
）

て
い
る
。
こ
の
目
的
に
違
反
す
る
行
為
は
、
犯
罪
と
さ
れ
る
。
以
下
、
同
法
に
よ
り
犯
罪
と
さ
れ
て
い
る
行
為
を
具
体
的
に
み
て
お

こ
う
。
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2
　
①
適
切
な
同
意
な
き
活
動
の
禁
止
　
　
同
法
の
刑
事
規
制
の
対
象
と
な
る
禁
止
行
為
と
し
て
、
第
一
に
、
五
条
の
同
意
な
き

活
動
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
（
略
式
起
訴
で
有
罪
の
場
合
、
制
定
法
の
上
限
以
下
の
罰
金
（
五
条
七
項
a
）
）
、
正
式
起
訴
で
有
罪
の
場
合
、

三
年
以
下
の
拘
禁
刑
、
も
し
く
は
罰
金
、
も
し
く
は
そ
の
併
科
（
同
条
七
項
b
）
）
。
具
体
的
に
は
、
適
切
な
同
意
（
8
質
o
冒
巨
。
8
亭

ω
①
日
）
な
く
、
死
者
の
人
体
の
貯
蔵
、
利
用
、
摘
出
を
行
う
者
は
、
㈱
適
切
な
同
意
を
得
て
活
動
を
し
て
い
る
こ
と
、
も
し
く
は
㈲

五
条
が
適
用
さ
れ
る
活
動
で
は
な
い
こ
と
、
以
上
の
こ
と
を
合
理
的
に
信
じ
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
犯
罪
と
な
る
（
同
条
一
項
）
等

が
規
定
さ
れ
て
い
る
（
同
条
二
－
五
項
）
。
「
適
切
な
同
意
」
と
は
、
「
適
正
な
地
位
に
あ
る
人
の
同
意
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
あ
り
、



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

同
意
内
容
の
適
正
さ
を
示
す
も
の
で
は
な
い
」
。
そ
し
て
子
ど
も
の
場
合
（
二
条
）
、
成
人
の
場
合
（
三
条
）
、
能
力
を
欠
く
成
人
の
場

合
（
六
条
）
、
同
意
が
な
く
て
も
利
用
で
き
る
場
合
（
七
条
）
の
そ
れ
ぞ
れ
の
「
適
切
な
同
意
」
に
つ
い
て
詳
細
な
規
定
が
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

る
点
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
同
法
は
、
人
体
組
織
（
死
後
の
も
の
も
含
む
）
自
体
を
法
的
に
「
人
格
（
権
）
」
な
い
し
「
人
間
の
尊
厳
」
に
関
係
づ
け
て
位
置
づ

け
て
い
る
か
は
定
か
で
な
い
が
、
同
意
原
則
を
繊
細
に
規
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
単
な
る
財
産
管
理
と
は
異
な
る
側
面
か
ら
捉
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
、
そ
の
違
反
を
犯
罪
と
し
て
明
確
に
位
置
づ
け
て
い
る
点
は
、
人
体
組
織
の
保
護
に

向
け
た
本
法
の
強
い
決
意
の
顕
れ
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

イキリスの人体組織法と刑事規制

　
3
　
②
移
植
の
た
め
の
人
体
物
質
の
商
業
的
取
引
の
禁
止
　
　
第
二
に
、
三
二
条
の
移
植
の
た
め
の
人
体
物
質
の
商
業
的
取
引
の

禁
止
が
挙
げ
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
以
下
の
場
合
が
犯
罪
と
さ
れ
て
い
る
。
①
制
限
を
受
け
る
物
質
（
8
三
邑
一
巴
ヨ
簿
含
琶

の
提
供
も
し
く
は
提
供
の
た
め
の
申
出
に
対
し
て
報
酬
を
提
供
し
ま
た
は
受
け
取
る
場
合
（
三
二
条
一
項
a
）
、
②
報
酬
目
的
で
、
制

限
を
受
け
る
あ
ら
ゆ
る
物
質
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
者
を
見
つ
け
る
た
め
に
探
す
場
合
（
同
条
］
項
b
）
、
③
報
酬
目
的
で
、
制
限
を

受
け
る
あ
ら
ゆ
る
物
質
の
提
供
を
申
し
出
る
場
合
（
同
条
一
項
c
）
、
④
制
限
を
受
け
る
あ
ら
ゆ
る
物
質
の
提
供
も
し
く
は
提
供
の
申

出
に
関
し
て
報
酬
の
受
取
り
を
含
む
取
決
め
を
斡
旋
す
る
か
も
し
く
は
交
渉
す
る
場
合
（
同
条
一
項
d
）
、
⑤
そ
の
よ
う
な
取
決
め
の

斡
旋
も
し
く
は
交
渉
を
構
成
し
も
し
く
は
含
む
活
動
を
行
う
法
人
も
し
く
は
非
法
人
の
管
理
も
し
く
は
統
制
に
参
加
す
る
場
合
（
同

条
】
項
e
）
、
略
式
起
訴
で
有
罪
の
場
合
、
一
二
月
以
下
の
拘
禁
刑
、
制
定
法
の
上
限
以
下
の
罰
金
、
も
し
く
は
そ
の
併
科
（
同
条
四

項
a
）
、
正
式
起
訴
で
有
罪
の
場
合
、
三
年
以
下
の
拘
禁
刑
、
も
し
く
は
罰
金
、
も
し
く
は
そ
の
併
科
（
同
条
四
項
b
）
で
処
罰
さ
れ

る
。
そ
の
他
、
そ
の
種
の
広
告
行
為
も
処
罰
さ
れ
る
（
同
条
二
項
H
略
式
起
訴
で
有
罪
の
場
合
、
五
一
週
以
下
の
拘
禁
刑
、
基
準
レ
ベ
ル

五
以
下
の
罰
金
、
も
し
く
は
そ
の
併
科
（
同
条
五
項
）
）
。
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移
植
目
的
の
人
体
組
織
の
商
業
的
取
引
は
、
ア
メ
リ
カ
等
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
こ
れ
を
刑
罰
で
厳
格
に
取
り
締

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

ま
る
姿
勢
が
こ
こ
に
顕
れ
て
お
り
、
別
稿
で
詳
細
に
検
討
し
た
よ
う
に
、
人
体
構
成
体
の
商
品
化
に
対
す
る
厳
然
た
る
こ
の
姿
勢
は

妥
当
な
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
同
条
で
「
制
限
を
受
け
る
物
質
」
と
は
、
移
植
目
的
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
も
の

（
配
偶
子
、
胚
お
よ
び
加
工
に
よ
っ
て
所
有
権
の
対
象
に
な
っ
た
も
の
を
除
く
）
に
限
定
さ
れ
て
い
る
が
（
同
条
八
項
、
九
項
）
、
移
植
目
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

の
人
体
組
織
の
商
業
的
取
引
の
禁
止
だ
け
で
十
分
で
あ
る
か
は
疑
問
で
あ
り
、
法
案
段
階
で
議
論
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
死
者
の
身

体
や
相
応
の
身
体
的
物
質
（
邑
Φ
轟
筥
σ
＆
身
ヨ
簿
豊
豊
全
般
に
拡
大
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

　
な
お
、
臓
器
移
植
の
シ
ス
テ
ム
自
体
は
、
一
九
八
九
年
の
人
体
臓
器
移
植
法
の
枠
組
を
基
本
的
に
維
持
し
て
い
る
。
た
だ
、
親
族

間
以
外
で
の
生
体
移
植
に
つ
い
て
は
、
H
T
A
の
役
割
が
、
か
つ
て
の
非
親
族
間
移
植
規
制
局
（
C
霞
色
讐
巴
口
語
ご
窪
呂
一
鋤
日

力
①
讐
一
讐
o
曙
＞
⊆
誓
＆
身
－
⊂
一
↓
菊
＞
）
よ
り
も
大
き
く
な
っ
て
い
る
点
、
そ
し
て
生
体
移
植
の
制
限
違
反
（
三
三
条
一
－
四
項
）
に

つ
い
て
は
犯
罪
と
さ
れ
て
い
る
点
（
同
条
六
項
H
略
式
起
訴
で
有
罪
の
場
合
、
五
一
週
以
下
の
拘
禁
刑
、
基
準
レ
ベ
ル
五
以
下
の
罰
金
、
も

し
く
は
そ
の
併
科
）
を
付
言
し
て
お
こ
う
。
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4
　
③
同
意
の
な
い
D
N
A
分
析
（
い
わ
ゆ
る
「
D
N
A
窃
盗
」
罪
）
　
　
第
三
に
、
同
意
の
な
い
D
N
A
分
析
（
Z
o
⇒
－
8
亭

ω
2
霊
巴
き
巴
琶
ω
亀
U
Z
》
）
が
犯
罪
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
四
五
条
）
。
こ
れ
こ
そ
が
本
法
の
特
徴
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

本
罪
は
、
い
わ
ゆ
る
「
D
N
A
窃
盗
（
O
Z
＞
↓
箒
ε
」
罪
と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、
遺
伝
情
報
な
い
し
D
N
A
情
報
が
利
用
度
を
増

し
て
い
る
現
在
、
同
意
な
き
D
N
A
分
析
を
犯
罪
と
し
て
い
る
点
で
、
注
目
す
べ
き
内
容
を
具
備
し
て
い
る
。

　
具
体
的
に
は
、
以
下
の
行
為
が
犯
罪
と
な
り
、
略
式
起
訴
で
有
罪
の
場
合
、
制
定
法
の
上
限
以
下
の
罰
金
（
四
五
条
三
項
a
）
、
正

式
起
訴
で
有
罪
の
場
合
、
三
年
以
下
の
拘
禁
刑
、
も
し
く
は
罰
金
、
も
し
く
は
そ
の
併
科
（
同
条
三
項
b
）
に
処
さ
れ
る
。
ま
ず
、

身
体
的
物
質
中
の
ヒ
ト
D
N
A
が
適
格
性
の
あ
る
同
意
な
く
分
析
さ
れ
る
こ
と
、
お
よ
び
分
析
結
果
が
、
除
外
さ
れ
た
目
的
と
は
異



な
っ
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
意
図
し
て
そ
の
身
体
的
物
質
を
所
持
す
る
場
合
（
同
条
一
項
a
）
、
つ
ぎ
に
、
そ
の
物
質
が
本
条
第
二
項

で
除
外
さ
れ
た
類
の
も
の
で
は
な
い
場
合
（
同
条
］
項
b
）
、
さ
ら
に
、
そ
の
者
が
、
そ
の
物
質
が
除
外
さ
れ
た
類
の
も
の
で
あ
る
と

合
理
的
に
信
じ
て
い
な
い
場
合
（
同
条
一
項
c
）
、
で
あ
る
。
こ
こ
で
「
身
体
的
物
質
（
び
＆
身
ヨ
讐
魯
包
」
と
は
、
㈱
人
体

（
ゴ
ヨ
き
ぎ
身
）
由
来
の
物
質
、
お
よ
び
㈲
人
の
細
胞
か
ら
成
る
物
質
も
し
く
は
人
の
細
胞
を
含
む
物
質
で
あ
る
（
同
条
五
項
）
。

　
な
お
、
身
体
的
物
質
は
、
以
下
の
場
合
に
は
除
外
さ
れ
る
（
同
条
二
項
）
。
㈱
そ
れ
が
、
本
法
施
行
前
に
死
亡
し
て
い
て
か
つ
死

後
一
〇
〇
年
が
経
過
し
て
い
る
人
の
身
体
に
由
来
す
る
場
合
、
㈲
そ
れ
が
、
現
状
保
存
（
①
募
ロ
お
ぎ
喜
渥
）
の
も
の
で
あ
り
、
か

つ
そ
れ
を
所
持
し
て
い
る
者
が
、
そ
の
物
質
の
由
来
す
る
身
体
か
ら
個
人
が
同
定
さ
れ
う
る
情
報
を
保
有
し
て
い
な
い
し
、
ま
た
保

有
し
そ
う
も
な
い
場
合
、
そ
し
て
＠
そ
れ
が
、
人
体
の
外
に
あ
る
胚
で
あ
る
場
合
、
で
あ
る
。

イキリスの人体組織法と刑事規制

　
5
　
ま
た
、
本
条
に
つ
い
て
は
、
細
則
四
が
適
用
さ
れ
る
。
細
則
四
で
は
、
適
格
性
の
あ
る
同
意
（
前
出
四
五
条
一
項
a
）
の
要

件
が
第
一
部
で
規
定
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
除
外
目
的
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
細
則
四
の
五
条
一
項
に
よ
れ
ば
、
以
下
の

目
的
の
た
め
の
D
N
A
分
析
の
結
果
の
利
用
は
、
例
外
的
な
目
的
と
さ
れ
る
。
圃
そ
の
身
体
が
D
N
A
を
作
り
出
し
た
そ
の
人
の
医

学
的
診
断
も
し
く
は
治
療
の
目
的
で
あ
る
場
合
、
㈲
コ
ロ
ナ
ー
の
職
務
の
目
的
で
あ
る
場
合
、
＠
死
亡
調
査
と
関
連
し
た
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
の
検
察
官
（
震
8
霞
簿
曾
房
8
一
）
の
職
務
の
目
的
で
あ
る
場
合
、
㈹
犯
罪
の
防
止
手
段
も
し
く
は
探
知
手
段
で
あ
る
場
合
、

＠
訴
追
を
行
う
場
合
、
ω
国
家
の
安
全
の
目
的
で
あ
る
場
合
、
図
連
合
王
国
以
外
の
国
を
含
む
、
裁
判
所
も
し
く
は
裁
決
機
関
の
命

令
も
し
く
は
指
示
に
従
う
場
合
、
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
細
則
四
の
六
条
一
項
に
よ
れ
ば
、
人
体
の
疾
患
も
し
く
は
機
能
に
関
連
し
た
研
究
目
的
の
た
め
の
D
N
A
分
析
の
結
果

の
利
用
は
、
当
該
身
体
的
物
質
が
同
条
二
項
の
下
で
の
命
令
の
課
題
で
あ
る
場
合
、
例
外
的
目
的
と
な
る
。
ま
た
、
以
下
の
目
的
の

す
べ
て
の
た
め
の
D
N
A
の
分
析
の
結
果
の
利
用
は
、
当
該
身
体
的
物
質
が
現
状
保
存
で
あ
る
場
合
、
例
外
的
目
的
の
た
め
の
使
用

281



法学研究80巻12号（2007：12）

と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
㈱
臨
床
オ
ー
デ
ィ
ッ
ト
、
㈲
死
因
の
確
定
、
＠
人
の
健
康
に
関
す
る
教
育
も
し
く
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
㈹
人

の
死
後
、
そ
の
人
に
施
さ
れ
た
薬
剤
も
し
く
は
そ
の
他
の
治
療
の
効
能
を
立
証
す
る
こ
と
、
㈹
（
未
来
の
人
を
含
む
）
他
の
人
に
対

し
て
重
要
な
生
者
も
し
く
は
死
者
に
関
す
る
科
学
的
も
し
く
は
医
学
的
情
報
を
獲
得
す
る
こ
と
、
ω
実
績
評
価
（
冨
焦
9
ヨ
睾
8

霧
ω
8
ω
ヨ
①
邑
、
図
公
衆
衛
生
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
㈲
〔
医
療
の
〕
質
の
保
証
、
ω
人
体
の
疾
患
も
し
く
は
機
能
に
関
連
し
た
研
究
、

ω
移
植
、
と
い
っ
た
目
的
が
そ
れ
で
あ
る
（
七
条
）
。

　
そ
の
他
、
生
者
の
身
体
に
由
来
す
る
物
質
に
関
連
す
る
目
的
と
し
て
、
や
は
り
、
以
下
の
目
的
の
た
め
の
D
N
A
分
析
の
結
果
の

利
用
は
、
当
該
身
体
的
物
質
が
生
者
の
身
体
に
由
来
す
る
場
合
、
例
外
目
的
の
た
め
の
利
用
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
㈲
臨
床
オ
ー
デ
ィ
ッ
ト
、
㈲
人
の
健
康
に
関
す
る
教
育
も
し
く
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
＠
実
績
評
価
、
㈹
公
衆
衛
生
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
、
㈲
〔
医
療
の
〕
質
の
保
証
、
と
い
っ
た
目
的
が
そ
れ
で
あ
る
（
八
条
）
。
し
か
も
、
そ
の
身
体
が
D
N
A
を
創
出
し
た
者

に
関
す
る
科
学
的
も
し
く
は
医
学
的
情
報
を
獲
得
す
る
目
的
の
た
め
に
行
う
D
N
A
分
析
の
結
果
の
利
用
は
、
以
下
の
場
合
、
例
外

目
的
の
た
め
の
利
用
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
㈲
当
該
身
体
的
物
質
が
下
記
の
二
項
も
し
く
は
三
項
（
認
可
機
関
が
了
承
し
た

場
合
）
の
指
示
の
下
で
の
対
象
で
あ
る
場
合
、
も
し
く
は
下
記
の
四
項
も
し
く
は
五
項
（
裁
判
所
が
了
承
し
た
場
合
）
の
下
で
の
命
令

で
あ
る
場
合
、
お
よ
び
、
そ
の
情
報
が
、
そ
の
指
示
が
与
え
ら
れ
も
し
く
は
命
令
が
下
さ
れ
る
そ
の
人
の
利
益
と
な
る
点
で
重
要
と

な
る
か
も
し
れ
な
い
場
合
、
で
あ
る
（
九
条
一
項
）
。

　
で
は
、
認
可
機
関
が
了
承
し
た
場
合
あ
る
い
は
裁
判
所
が
了
承
し
た
場
合
と
は
、
い
か
な
る
条
件
で
あ
ろ
う
か
。
九
条
二
項
に
よ

れ
ば
、
認
可
機
関
が
了
承
す
る
条
件
は
、
㈲
身
体
的
物
資
が
生
者
の
身
体
に
由
来
す
る
こ
と
、
㈲
そ
の
物
質
が
由
来
す
る
そ
の
人
を

ト
レ
ー
ス
す
る
こ
と
が
合
理
的
に
可
能
で
な
い
こ
と
、
＠
そ
の
物
質
内
に
あ
る
D
N
A
が
ド
ナ
ー
に
関
す
る
科
学
的
も
し
く
は
医
学

的
情
報
を
獲
得
す
る
目
的
の
た
め
に
分
析
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
、
（
未
来
の
人
を
含
む
）
他
者
の
利
益
の
た
め
に
望
ま
し
い
こ
と
、

㈹
ω
ド
ナ
ー
が
死
亡
し
て
い
る
こ
と
、
α
D
そ
の
目
的
の
た
め
の
そ
の
物
質
の
利
用
へ
の
同
意
を
拒
否
す
る
ド
ナ
ー
の
決
定
が
有
効
で
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あ
る
こ
と
、
㈹
ド
ナ
ー
が
、
そ
の
目
的
の
た
め
の
そ
の
物
質
の
利
用
に
つ
い
て
の
同
意
能
力
を
欠
く
こ
と
、
以
上
の
こ
と
を
信
じ
る

合
理
的
理
由
が
な
い
こ
と
、
で
あ
る
。
ま
た
、
九
条
三
項
に
よ
れ
ば
、
認
可
機
関
が
了
承
す
る
条
件
は
、
㊨
身
体
的
物
質
が
生
者
の

身
体
に
由
来
す
る
こ
と
、
㈲
そ
の
物
質
内
に
あ
る
D
N
A
が
そ
の
人
（
「
ド
ナ
ー
」
）
に
関
す
る
科
学
的
も
し
く
は
医
学
的
情
報
を
獲

得
す
る
目
的
の
た
め
に
分
析
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
、
（
未
来
の
人
を
含
む
）
他
者
の
利
益
の
た
め
に
望
ま
し
い
こ
と
、
＠
そ
の
目
的

の
た
め
の
そ
の
物
質
の
利
用
に
同
意
す
る
か
ど
う
か
を
ド
ナ
ー
が
決
定
す
る
こ
と
に
対
し
て
合
理
的
な
努
力
が
な
さ
れ
て
き
た
こ
と
、

㈹
ω
ド
ナ
ー
が
死
亡
し
て
い
る
こ
と
、
ω
そ
の
目
的
の
た
め
の
そ
の
物
質
の
利
用
へ
の
同
意
を
拒
否
す
る
ド
ナ
ー
の
決
定
が
効
力
が

あ
る
こ
と
、
①
の
ド
ナ
ー
が
、
そ
の
目
的
の
た
め
の
そ
の
物
質
の
利
用
に
つ
い
て
の
同
意
能
力
を
欠
く
こ
と
、
を
信
じ
る
合
理
的
理
由

が
な
い
こ
と
、
＠
ド
ナ
ー
が
本
項
に
よ
り
言
及
さ
れ
る
権
限
行
使
の
た
め
の
申
請
の
告
知
を
受
け
て
い
る
こ
と
、
で
あ
る
。
な
お
、

裁
判
所
が
了
承
す
る
条
件
も
、
こ
れ
と
ほ
ぽ
同
じ
で
あ
る
の
で
（
九
条
四
ー
五
項
）
、
割
愛
す
る
。

　
他
方
、
研
究
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
細
則
四
の
一
〇
条
は
、
人
体
の
疾
患
も
し
く
は
機
能
と
関

連
す
る
研
究
目
的
の
た
め
の
D
N
A
分
析
の
結
果
の
利
用
は
、
以
下
の
三
つ
の
場
合
に
例
外
的
目
的
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
、
と
規

定
す
る
。
す
な
わ
ち
、
圃
身
体
的
物
質
が
生
者
の
身
体
に
由
来
す
る
場
合
、
㈲
研
究
が
大
臣
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
規
制
を
遵
守
し
て

倫
理
的
に
承
認
さ
れ
る
場
合
、
お
よ
び
＠
そ
の
分
析
が
、
そ
れ
を
行
う
人
が
、
そ
の
物
質
の
由
来
す
る
身
体
か
ら
個
人
が
同
定
さ
れ

う
る
情
報
を
保
有
し
て
い
な
い
し
、
保
有
し
そ
う
も
な
い
条
件
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
場
合
、
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

　
最
後
に
、
同
意
能
力
の
な
い
成
人
に
つ
い
て
は
、
大
臣
が
特
別
規
定
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
一
二
条
）
。

　
6
　
そ
の
他
、
認
可
要
件
違
反
の
罪
（
二
五
条
）
、
法
人
に
よ
る
犯
罪
（
四
九
条
）
等
も
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ほ
ど
説
明
を

要
す
る
内
容
で
は
な
い
の
で
本
稿
で
は
割
愛
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

　
な
お
、
参
考
ま
で
に
、
D
N
A
分
析
と
の
関
係
で
、
本
法
の
「
適
格
性
の
あ
る
同
意
」
は
、
左
の
図
1
の
よ
う
に
な
る
。
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（
8
）
　
例
え
ば
、
終
末
期
医
療
に
お
い
て
そ
れ
が
看
取
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
甲
斐
克
則
『
安
楽
死
と
刑
法
』
（
二
〇
〇
三
・
成
文

　
堂
）
二
五
頁
以
下
、
同
『
尊
厳
死
と
刑
法
』
（
二
〇
〇
四
・
成
文
堂
）
二
六
四
頁
以
下
参
照
。

（
9
）
　
宇
都
木
・
佐
藤
・
前
出
注
（
2
）
八
一
頁
、
佐
藤
・
前
出
注
（
2
）
二
〇
九
頁
に
は
、
こ
れ
ら
の
も
目
的
も
含
め
一
覧
表
で
整
理
し
て
い

　
る
。

（
1
0
）
　
宇
都
木
・
佐
藤
・
前
出
注
（
2
）
八
0
頁
。

（
1
1
）
　
な
お
、
宇
都
木
・
佐
藤
・
前
出
注
（
2
）
八
三
頁
以
下
お
よ
び
佐
藤
・
前
出
注
（
2
）
二
〇
八
頁
以
下
で
は
、
子
ど
も
の
場
合
（
二
条
）
、

　
成
人
の
場
合
（
三
条
）
、
能
力
を
欠
く
成
人
の
場
合
（
六
条
）
、
同
意
が
な
く
と
も
利
用
で
き
る
場
合
（
七
条
）
の
そ
れ
ぞ
れ
の
「
適
切
な

同
意
」
に
つ
い
て
、
簡
潔
か
つ
正
確
な
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
1
2
）
　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
甲
斐
・
前
出
注
（
1
）
の
諸
文
献
で
論
じ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。

（
1
3
）
　
甲
斐
・
前
出
注
（
1
）
「
人
体
構
成
体
の
取
扱
い
と
『
人
間
の
尊
厳
』
」
参
照
。

（
1
4
）
　
宇
都
木
・
佐
藤
・
前
出
注
（
2
）
八
九
頁
。

（
1
5
）
　
こ
の
呼
称
は
正
式
の
も
の
で
は
な
い
。
前
出
注
（
2
）
の
モ
ー
ガ
ン
教
授
の
講
演
に
し
ば
し
ば
出
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
で
は
、

刑
法
学
上
、
例
え
ば
、
無
断
で
情
報
を
窃
用
す
る
こ
と
が
つ
ね
に
窃
盗
罪
（
刑
法
二
一
二
五
条
）
に
当
た
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
の
に
、
こ
れ

　
を
便
宜
上
「
情
報
窃
盗
」
と
呼
ん
で
議
論
し
て
い
る
の
と
同
様
の
用
語
法
だ
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
も
、
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
意
味
で
用
い

　
て
い
る
。

（
1
6
）
　
こ
の
規
則
案
（
↓
箒
＝
⊆
ヨ
磐
↓
睡
の
釜
o
＞
9
8
9
（
評
お
o
霧
≦
ぎ
［
餌
良
O
巷
碧
一
身
8
0
0
霧
Φ
簿
磐
α
↓
轟
器
三
磐
邑
に
つ

　
い
て
は
、
宇
都
木
・
佐
藤
・
前
出
注
（
2
）
八
七
頁
注
（
1
8
）
参
照
。

（
1
7
）
　
oo
Φ
Φ
ω
家
｝
＝
ニ
ヨ
餌
昌
↓
一
ω
ω
ま
一
〇
讐
ω
一
象
一
〇
F
O
＝
こ
鋤
蓉
①
ヰ
o
ヨ
辞
『
①
ω
言
、
ω
家
①
9
8
一
国
9
8
ω
0
8
帥
旨
ヨ
9
“
P
Oo
，
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　　　　　　　　　　　　図1　適格性のある同意

判断能力のある、生きている成人 本人自身の同意

決定能力および決定意思のある、

生きている子ども

本人自身の同意

決定能力がないか、決定意思のな

い子ども

親としての責任を有する者〔の同意〕

死者（死亡前に判断能力があった

者）

・死亡前に与えられた本人自身の同意、もし

くは

・子どもが同意を与えなかった場合は、親責

任を有する者〔の同意〕、もしくは

・本人が同意を与えていなかった場合、およ

び子どもについては親としての責任を有する

者がいない場合、死亡前に本人と「適格性の

ある関係」にあった者〔の同意〕（本文2条

2項参照）。DN　A分析については、序列は

適用されず、同意は、適格性のある関係を有

する者によって与えられてもよい。

三
　
「
D
N
A
窃
盗
」
の
罪
の
検
討

　
1
　
以
上
の
よ
う
な
、
イ
ギ
リ
ス
の
人
体
組
織
法
の
本
文

お
よ
び
細
則
に
規
定
さ
れ
た
刑
事
規
制
は
、
ポ
ス
ト
ゲ
ノ
ム

時
代
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
に
、
何
よ
り
も
D
N
A
に
独
自

の
法
的
保
護
を
与
え
、
そ
れ
で
い
て
過
度
に
厳
格
と
い
う
わ

け
で
は
な
く
、
特
に
D
N
A
の
扱
い
に
関
し
て
は
、
合
理
的

理
由
が
あ
る
場
合
に
は
明
文
で
除
外
規
定
を
設
け
て
対
応
し

て
お
り
、
し
か
も
H
T
A
と
い
う
監
督
庁
が
介
在
し
て
運
用

す
る
と
い
う
点
で
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
好
意
的
に
評
価
さ
れ
て

（
1
8
）

お
り
、
日
本
に
お
い
て
法
的
ル
ー
ル
を
作
る
際
に
参
考
に
な

る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
同
意
の
な
い
D
N
A
分
析

（
「
D
N
A
窃
盗
」
）
の
罪
自
体
を
ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら
よ
い

で
あ
ろ
う
か
。

　
2
　
遺
伝
情
報
な
い
し
D
N
A
の
保
護
に
関
し
て
、
欧
米

で
は
立
法
化
が
進
ん
で
い
る
。
一
九
九
四
年
の
フ
ラ
ン
ス
の

人
体
尊
重
法
五
条
以
下
お
よ
び
移
植
・
生
殖
法
二
二
条
で
は
、

遺
伝
子
関
係
の
処
置
に
特
段
の
配
慮
を
し
て
い
た
。
ま
た
、
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一
九
九
四
年
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
遺
伝
子
技
術
法
（
9
三
9
匡
三
〒
O
窃
暮
N
）
は
、
遺
伝
情
報
保
護
を
含
む
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
特

に
、
同
法
六
七
条
で
は
、
雇
用
者
が
被
雇
用
者
も
し
く
は
求
職
者
の
遺
伝
子
検
査
の
結
果
を
確
認
す
る
こ
と
、
要
求
す
る
こ
と
、
受

け
取
る
こ
と
、
お
よ
び
他
で
利
用
す
る
こ
と
を
全
面
的
に
禁
止
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
一
九
九
七
年
の
健
康
診
断

法
（
≦
9
8
号
B
巴
巨
ぎ
寄
琶
一
昌
鐙
窪
）
に
よ
っ
て
、
遺
伝
子
検
査
の
導
入
が
規
制
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
同
法
は
、
医
療

情
報
全
般
を
対
象
と
し
、
遺
伝
情
報
を
医
療
情
報
の
中
の
特
例
と
み
な
し
て
お
り
、
採
用
全
般
に
わ
た
る
医
学
的
検
査
を
、
「
雇
用

関
係
も
し
く
は
公
務
へ
の
採
用
に
際
し
、
そ
の
任
務
の
遂
行
に
健
康
上
の
適
性
が
特
に
要
求
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
場
合
に
限

定
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
依
頼
者
の
利
益
が
被
検
者
の
リ
ス
ク
を
超
え
な
い
検
査
、
治
癒
不
可
能
な
重
度
の
疾
患
も
し
く
は
そ

の
進
行
を
医
的
侵
襲
に
よ
っ
て
抑
止
で
き
な
い
よ
う
な
重
度
の
疾
患
に
罹
患
す
る
こ
と
が
判
明
し
て
し
ま
う
検
査
、
も
し
く
は
ず
っ

と
後
に
な
っ
て
か
ら
発
症
す
る
と
予
想
さ
れ
る
治
療
不
可
能
な
重
度
の
疾
患
に
つ
い
て
判
明
す
る
よ
う
な
検
査
に
つ
い
て
は
、
原
則

と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
な
い
（
同
法
三
条
）
。
さ
ら
に
、
ス
イ
ス
で
は
、
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
八
日
に
、
職
場
医
療
へ
の
遺
伝
子
検

査
導
入
を
も
包
括
し
た
「
人
に
対
す
る
遺
伝
子
検
査
に
関
す
る
連
邦
法
H
遺
伝
子
診
断
法
（
野
且
①
確
霧
①
粛
ま
R
鷺
口
①
冴
。
冨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

⊂
日
Φ
お
募
ぎ
轟
窪
幕
ぎ
ζ
①
p
ω
魯
2
（
n
の
C
冒
O
）
）
」
が
成
立
し
て
い
る
（
施
行
は
二
〇
〇
六
年
）
。
ド
イ
ツ
で
は
、
二
〇
〇
二
年
に

『
連
邦
議
会
審
議
会
答
申
』
で
立
法
化
の
提
言
を
行
っ
て
お
り
、
立
法
化
こ
そ
実
現
し
て
い
な
い
が
、
深
く
て
幅
広
い
議
論
が
な
さ

　
　
（
2
0
）

れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
二
〇
〇
五
年
に
遺
伝
子
差
別
禁
止
法
（
O
窪
①
蔚
一
葺
自
B
畳
2
Z
O
コ
象
ω
R
一
ヨ
ぎ
呂
2
＞
9
亀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

8
象
）
）
案
が
上
院
を
通
過
し
た
が
、
下
院
に
提
出
さ
れ
た
ま
ま
で
、
成
立
が
延
び
て
い
る
。

　
ま
た
、
欧
州
全
体
に
目
を
や
る
と
、
す
で
に
一
九
八
二
年
の
欧
州
会
議
第
三
三
回
定
例
会
議
勧
告
九
三
四
号
「
遺
伝
子
工
学
に
つ

い
て
」
は
、
「
デ
ー
タ
保
護
に
関
す
る
欧
州
会
議
の
申
合
わ
せ
と
決
議
に
従
い
、
特
に
関
係
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
保
護
を
考
慮

し
て
、
個
人
の
遺
伝
情
報
の
採
取
・
保
管
・
保
護
・
利
用
を
規
制
す
る
原
則
を
定
め
る
」
と
い
う
勧
告
を
し
、
そ
の
後
、
一
九
九
七

年
の
ユ
ネ
ス
コ
宣
言
六
条
は
、
「
何
人
も
、
遺
伝
的
特
徴
に
基
づ
い
て
人
権
、
基
本
的
自
由
及
び
人
問
の
尊
厳
を
侵
害
す
る
意
図
又
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（
盟
）

は
効
果
を
持
つ
よ
う
な
差
別
の
対
象
と
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
」
、
と
規
定
し
た
。
さ
ら
に
、
体
外
診
断
用
医
療
機
器
に
関
す
る
｝
九

九
八
年
一
〇
月
二
七
日
付
欧
州
議
会
・
欧
州
連
合
理
事
会
指
令
（
菊
竈
・
。
＼
お
膏
O
）
で
は
、
体
外
診
断
機
器
お
よ
び
そ
の
付
属
品
に

適
用
さ
れ
る
旨
が
勧
告
さ
れ
、
二
〇
〇
二
年
一
月
一
日
施
行
の
医
療
用
製
品
法
第
二
次
改
正
法
に
繋
が
っ
た
。
さ
ら
に
重
要
な
の
は
、

｝
九
九
七
年
の
欧
州
連
合
理
事
会
「
生
物
学
お
よ
び
医
学
の
適
用
に
関
す
る
人
権
と
人
間
の
尊
厳
の
保
護
の
た
め
の
協
定
髄
人
権
と

生
物
医
学
に
関
す
る
協
定
」
一
一
条
が
、
「
遺
伝
を
理
由
と
し
た
、
人
に
対
す
る
い
か
な
る
形
の
差
別
も
禁
止
す
る
」
、
と
規
定
し
、

ま
た
一
二
条
が
、
「
遺
伝
病
を
予
測
で
き
る
検
査
、
ま
た
は
あ
る
人
が
病
気
に
関
わ
る
遺
伝
子
を
有
し
て
い
る
か
を
確
認
で
き
る
検

査
、
も
し
く
は
あ
る
人
が
あ
る
病
気
の
素
因
や
あ
る
病
気
に
か
か
り
や
す
い
体
質
を
有
し
て
い
る
か
が
判
定
で
き
る
検
査
は
、
健
康

目
的
な
い
し
健
康
に
関
す
る
科
学
的
な
研
究
の
た
め
に
の
み
行
う
こ
と
が
許
さ
れ
、
か
つ
ま
た
し
か
る
べ
き
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

が
実
施
さ
れ
る
と
い
う
前
提
条
件
の
も
と
で
の
み
行
う
こ
と
が
許
さ
れ
る
」
、
と
規
定
し
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

「
健
康
目
的
」
に
つ
い
て
論
争
が
あ
り
、
ま
だ
こ
の
協
定
に
調
印
し
て
い
な
い
。

イキリスの人体組織法と刑事規制

　
3
　
以
上
の
よ
う
な
、
保
険
、
雇
用
、
結
婚
等
に
お
け
る
遺
伝
子
差
別
を
禁
止
す
る
欧
米
の
動
向
と
比
較
す
る
と
、
本
稿
で
取
り

上
げ
た
イ
ギ
リ
ス
の
人
体
組
織
法
に
お
け
る
「
同
意
の
な
い
D
N
A
分
析
」
（
「
D
N
A
窃
盗
」
）
の
罪
は
、
独
自
の
地
位
に
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

　
第
一
に
、
対
象
を
D
N
A
に
限
定
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
D
N
A
は
、
遺
伝
情
報
と
大
部
分
は
重
な
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
狭
い
。

そ
の
た
め
か
、
イ
ギ
リ
ス
の
人
体
組
織
法
は
、
遺
伝
情
報
全
体
が
抱
え
る
遺
伝
子
差
別
等
の
内
容
を
含
ま
ず
、
あ
く
ま
で
も
同
意
と

の
関
係
で
D
N
A
を
保
護
す
る
こ
と
に
限
定
し
て
い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
来
的
に
は
、
遺
伝
情
報
の
保
護
と
利
用
と

い
う
枠
組
の
な
か
で
規
定
す
る
の
が
論
理
一
環
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
は
い
え
、
D
N
A
が
（
刑
）
法
的
保
護
の
対
象
に

な
る
こ
と
を
明
文
で
規
定
し
、
専
断
的
な
そ
の
扱
い
に
対
し
て
刑
罰
で
対
応
し
て
い
る
点
は
、
評
価
で
き
る
。
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第
二
に
、
も
ち
ろ
ん
、
人
体
組
織
自
体
の
保
護
も
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
を
見
事
に
ひ
と
つ
の
法
律
の
中
に
ま
と
め
、
そ
こ
に
D
N

A
の
保
護
を
組
み
込
ん
だ
の
は
、
立
法
形
態
と
し
て
は
、
あ
る
意
味
で
注
目
す
べ
き
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
他
の
医
療

情
報
と
の
区
別
の
問
題
、
す
な
わ
ち
遺
伝
情
報
例
外
主
義
の
是
非
を
め
ぐ
る
遺
伝
情
報
そ
れ
自
体
の
位
置
づ
け
や
そ
の
法
的
性
質
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

関
す
る
難
し
い
議
論
が
あ
る
だ
け
に
、
遺
伝
情
報
に
特
化
し
た
法
律
と
し
て
は
成
立
し
に
く
い
と
判
断
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
ず
、
そ

れ
を
回
避
し
て
こ
の
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
た
と
い
う
推
測
も
成
り
立
ち
う
る
か
ら
で
あ
る
。
ひ
と
つ
の
立
法
形
態
と
し
て
評
価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

し
た
い
。
も
っ
と
も
、
D
N
A
自
体
の
扱
い
に
つ
い
て
は
、
別
途
法
的
ル
ー
ル
を
作
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
私
自
身
は
、
か
ね
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
溜
）

よ
り
、
遺
伝
情
報
の
保
護
と
利
用
に
特
化
し
た
法
律
を
作
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
「
D
N
A
窃
盗
」
の
罪
（
も
ち

ろ
ん
財
産
罪
で
は
な
い
）
を
盛
り
込
む
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
れ
と
関
連
し
て
、
第
三
に
、
人
体
組
織
法
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
細
則
に
お
い
て
D
N
A
の
利
用
に
関
し
て
多
く
の
例
外
目
的

を
規
定
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
多
方
面
で
柔
軟
な
利
用
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
本
犯
罪
の
成
否
を
含
め
、

そ
こ
に
問
題
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
本
法
は
、
や
や
煩
雑
と
な
っ
て
お
り
、
し
か
も
、
や
や
不
明
確
な
目
的
も
あ
る
。
現
段
階
で
は

評
価
は
困
難
で
あ
る
が
、
今
後
の
運
用
を
注
視
し
た
い
。
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（
1
8
）
　
Q
っ
①
①
①
D
堕
9
囚
●
匡
器
o
⇒
＼
O
．
↓
●
け
”
仁
吋
一
ρ
一
≦
窃
o
昌
鱒
困
餌
O
巴
一
ω
ヨ
一
警
、
ω
ぴ
帥
譲
餌
冨
α
竃
Φ
象
o
巴
国
浮
一
8
（
刈
①
α
．
）
）
8
0
ρ
P

　
謡
O
脇
h

（
1
9
）
　
以
上
の
点
に
つ
い
て
は
、
甲
斐
・
前
出
注
（
1
）
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
遺
伝
情
報
の
法
的
保
護
」
二
〇
三
－
二
〇
四
頁
参
照
。

（
2
0
）
　
ド
イ
ツ
の
議
論
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
甲
斐
・
前
出
注
（
1
）
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
遺
伝
情
報
の
法
的
保
護
」
一
九
九
頁
参
照
。

（
21
）
　
ア
メ
リ
カ
の
議
論
お
よ
び
遺
伝
子
差
別
禁
止
法
の
立
法
化
の
状
況
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
吉
田
仁
美
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
遺
伝
子

差
別
規
制
の
動
向
」
甲
斐
編
・
前
出
注
（
1
）
『
遺
伝
情
報
と
法
政
策
』
六
頁
以
下
、
特
に
二
四
頁
以
下
参
照
。



（
2
2
）
　
訳
文
は
、
ユ
ネ
ス
コ
か
ら
配
布
さ
れ
た
邦
訳
参
照
。

（
2
3
）
　
以
上
の
点
に
つ
い
て
は
、
甲
斐
・
前
出
注
（
1
）
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
遺
伝
情
報
の
法
的
保
護
」
二
〇
四
ー
二
〇
五
頁
参
照
。

（
24
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
甲
斐
・
前
出
注
（
1
）
『
遺
伝
情
報
と
法
政
策
』
「
は
し
が
き
」
参
照
。
な
お
、
松
田
］
郎
「
遺
伝
情
報
に
お

　
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
守
秘
義
務
」
高
橋
隆
雄
編
『
生
命
・
情
報
・
機
械
』
（
二
〇
〇
五
・
九
州
大
学
出
版
会
）
一
四
三
頁
以
下
参
照
。

（
2
5
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
の
有
益
な
文
献
と
し
て
、
山
本
龍
彦
「
遺
伝
子
例
外
主
義
に
関
す
る
一
考
察
」
甲
斐
編
・
前
出
注
（
1
）
『
遺
伝
情

報
と
法
政
策
』
四
一
頁
以
下
、
瀬
戸
山
晃
一
「
遺
伝
子
情
報
例
外
主
義
論
叢
が
提
起
す
る
問
題
i
遺
伝
情
報
の
特
殊
性
と
そ
の
他
の
医

　
療
情
報
と
の
区
別
可
能
性
と
倫
理
的
問
題
性
ー
」
甲
斐
編
・
前
出
注
（
1
）
『
遺
伝
情
報
と
法
政
策
』
七
四
頁
以
下
が
あ
る
。
さ
ら
に
、

　
鼠
呂
震
＞
●
ω
o
舅
窪
び
震
堕
℃
『
8
R
身
菊
お
寡
ω
ぎ
匹
o
o
鼻
O
窪
窃
四
＆
O
象
鉾
2
讐
ξ
箋
K
K
O
弩
界
8
8
は
、
実
に
興
味
深
い
。

（
2
6
）
　
ω
㊦
Φ
≦
房
9
≦
匙
）
O
讐
＆
8
俸
O
Z
＞
↓
0
3
き
一
〇
讐
H
［
畠
巴
＞
省
0
9
ω
（
臣
’
国
F
）
る
O
O
“
。
な
お
、
勝
又
義
直
『
D
N
A
鑑

　
定
1
そ
の
能
力
と
限
界
』
（
二
〇
〇
五
・
名
古
屋
大
学
出
版
会
）
参
照
。

（
2
7
）
　
甲
斐
・
前
出
注
（
1
）
「
遺
伝
情
報
の
保
護
と
刑
法
」
六
三
－
六
四
頁
お
よ
び
同
・
前
出
注
（
1
）
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
遺
伝
情
報
の
法

　
的
保
護
」
二
二
八
－
二
二
九
頁
参
照
。

イギリスの人体組織法と刑事規制

四
　
結
　
語

　
以
上
、
イ
ギ
リ
ス
の
人
体
組
織
法
に
お
け
る
刑
事
規
制
に
つ
い
て
、
と
り
わ
け
「
D
N
A
窃
盗
」
の
罪
に
重
点
を
置
い
て
紹
介
と

検
討
を
加
え
て
き
た
。
長
い
時
問
と
労
力
を
か
け
て
、
重
要
か
つ
ユ
ニ
ー
ク
な
法
律
が
ま
た
イ
ギ
リ
ス
に
誕
生
し
た
が
、
そ
の
英
知

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
日
本
は
深
く
学
ぶ
べ
き
で
あ
る
。
同
法
が
ど
の
よ
う
な
運
用
に
な
る
の
か
、
今
後
、
現
地
調
査
を
含
め
、
フ
ォ
ロ

ー
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
そ
れ
を
通
じ
て
、
日
本
に
お
け
る
立
法
の
あ
り
方
に
つ
い
て
さ
ら
に
検
討
を
加
え
た
い
。
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